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岡
山
県
北
木
島

◆
白
御
影
石「
北
木
石
」を
産
す
る
瀬
戸
内
海
の
島

　

笠
岡
市
は
、
岡
山
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
七
つ
の
有
人
島
を
含

む
大
小
約
三
〇
の
笠
岡
諸
島
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
て
行
っ
た
「
笠
岡
諸
島
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
」
の
舞
台
で
あ
る
北き
た

木ぎ

島し
ま

は
、
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
石
材
採
掘
の
歴
史
が
あ
り
、
白
御
影
石

「
北
木
石
」
と
し
て
日
本
銀
行
本
店
や
靖
国
神
社
の
鳥
居
な
ど
幅
広

く
使
用
さ
れ
、
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
に
は
、
瀬
戸
内
海
の
埋
め
立
て
石
と
し
て
も
多
用

さ
れ
、
採
石
場
の
数
は
約
一
二
〇
ヶ
所
に
も
上
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

採
石
業
か
ら
石
材
の
加
工
業
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
る
中
で
、
加
工
場

も
同
五
〇
年
代
に
は
約
一
〇
〇
ヶ
所
に
増
加
し
、
北
木
島
は
石
材
産

業
の
メ
ッ
カ
と
し
て
笠
岡
市
の
財
政
を
支
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
五
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
大
手
加
工
業
者
な
ど
が

島
産
の
銘
石
を
活
用
し
た

新
た
な
観
光
振
興
を
目
指
し
て

安
い
石
材
と
労
働
力
を
海
外
に
求
め
る
と
と
も
に
、
利
便
性
の
高
い

陸
地
部
に
拠
点
を
移
し
た
結
果
、
島
内
の
雇
用
減
少
や
人
口
流
出
が

進
行
、
過
疎
高
齢
化
に
よ
り
島
の
活
力
が
失
わ
れ
、
地
域
の
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
撤
退
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

特
に
若
年
人
口
の
減
少
が
顕
著
で
、
平
成
一
三
年
に
は
島
に
三
校

あ
っ
た
小
学
校
は
一
校
に
統
廃
合
さ
れ
、
同
二
四
年
度
に
は
小
学
生

一
四
名
、
中
学
生
五
名
と
な
る
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

存
続
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
制
作
活
動

「
笠
岡
諸
島
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
」
は
、
石

材
産
業
か
ら
新
た
な
産
業
へ
転
換
す
る
の
で
は
な
く
、
北
木
島
の
歴

史
的
な
地
域
資
源
で
あ
る
「
石
」
を
活
用
し
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ

岡
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交
流
事
業
の
展
開
に
よ
り
二
ヶ
年
で
「
石
材
産
業
」
＋
「
観
光
産
業
」

の
モ
デ
ル
化
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

特
に
平
成
二
五
年
度
（
初
年
度
）
は
、
島
の
良
さ
を
客
観
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
島
外
者
に
よ
っ
て
「
石
」
を
活
か
し
た
創
作
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
島
の
住
民
に
「
石
」
と
い
う
地
域
資
源
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
島
外
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
定
住
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
を
一
言
で
言
え
ば
、
事
業
名
の
と
お
り
、「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
北
木
島
に
住
ん
で
も
ら
い
〝
石
〟
を
活
用
し
た
制
作
活
動
を
行

っ
て
も
ら
う
も
の
」
で
す
。

　

ま
ず
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
北
木
島
で
も
特
に
石
材
産
業

が
盛
ん
で
あ
り
フ
ェ
リ
ー
が

寄
港
す
る
豊
浦
地
区
お
よ
び

金
風
呂
地
区
を
対
象
地
区
と

し
て
、
島
外
者
が
地
域
と
交

流
が
図
れ
る
よ
う
地
元
町
内

会
や
公
民
館
、
石
材
関
係
者

な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
受
け
入
れ
側
の

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

次
に
一
二
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
、
全
国
か
ら
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
募
集
。
ス
プ

レ
ー
ア
ー
ト
作
家
の
保
元
宏

和
氏
と
、
映
像
作
家
で
あ
る

吉
川
寿
人
氏
の
二
名
を
選
考

平成26年3月に開催した作品展示会の様子。

保元氏のスプレーアート。
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し
ま
し
た
。

　

両
氏
は
、
平
成
二
六
年
一
月

一
三
日
か
ら
三
月
一
四
日
ま
で

の
約
二
ヶ
月
間
、
島
の
空
き
家

を
借
り
て
生
活
を
し
な
が
ら
、

作
品
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

そ
の
間
、
保
元
氏
に
は
、
公

民
館
の
集
ま
り
や
地
元
小
学
校

に
出
向
い
て
、
ス
プ
レ
ー
ア
ー

ト
の
実
演
や
体
験
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
映
像
作
家
で
あ

る
吉
川
氏
は
、
地
域
の
家
庭
を
度
々
訪
問
し
て
、
住
民
の
素
の
生
活

を
映
像
化
す
る
な
ど
、
地
域
と
一
緒
に
作
品
を
作
り
上
げ
る
手
法
に

よ
っ
て
、
作
品
の
制
作
と
と
も
に
地
域
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆
住
民
が「
石
」と
い
う
地
域
資
源
を
再
認
識

　

事
業
の
仕
上
げ
と
し
て
、
三
月
一
五
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
間
、

地
元
の
使
わ
れ
て
い
な
い
石
材
加
工
工
場
を
利
用
し
て
、
作
品
展
示

会
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
会
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
た
だ
展

示
す
る
の
で
は
な
く
、
会
場
の
整
備
や
展
示
作
品
の
提
供
、
石
の
加

工
体
験
な
ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
で
な
く
地
元
の
住
民
も
一
緒
に
な

っ
た
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
と
し
、
平
成
二
五
年
度
の
事
業
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
保
元
氏
は
、
展
示
会
場
と
し
て
使
っ
た
工
場
内
の
壁
を
利
用

し
た
一
六
〇
×
三
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
や
三
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
角
の
石
版
プ
レ
ー
ト
ま
で
、
北
木
島
な
ら
で
は
の
「
石
」
に

こ
だ
わ
っ
た
作
品
を
制
作
。
吉
川
氏
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
の
高
か

っ
た
北
木
石
の
歴
史
を
ま
と
め
た
一
八
分
の
映
像
作
品
と
、
地
域
と

の
交
流
や
北
木
島
を
題
材
と
し
た
二
八
分
の
作
品
の
二
作
品
を
制
作

し
、
展
示
会
に
て
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
主
導
で
事
業
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
地
元
が
中
心
と
な
っ

た
実
行
委
員
会
で
の
事
業
の
進
行
に
よ
り
、
住
民
が
「
石
」
と
い
う

地
域
資
源
を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
く
意
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
展
示
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

に
地
元
住
民
が
関
わ
れ
る
機
会
を
設
け
た
こ
と
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
住
民
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
の
交
流
が
図
れ
た
こ
と
は
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
島
外
者
（
い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
も
の
」）
の
視
点
は
活
性
化
施

策
に
必
要
な
要
素
で
す
が
、
島
と
い
う
環
境
下
で
は
、
地
域
と
の
交

流
を
図
り
信
頼
性
を
築
き
あ
げ
る
ま
で
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
二
ヶ
年
の
事
業
期
間
で
は
短
い
と
感
じ
ま
す
。
も
う
少

し
長
期
的
な
事
業
期
間
を
設
定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
交
付
金
事
業

が
終
了
し
た
後
も
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
が
構
築
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。�

■

展示会場では吉川氏制作の映像作品も上映された。


